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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問 （ 個 人 質 問 ） 

 

【質問日】令和７年９月８日（月） 

 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

９ 松 野 信 作 １ ふるさと納税について 

⑴ 各地区コミュニティ協議会への寄附状況は 

⑵ 地区コミュニティ協議会への周知は行っているか。 

⑶ 各地区コミュニティ協議会と連携して、郷土出身者へ寄附の案内をす

る考えはないか。 

２ 上水道の災害対策について 

⑴ 給水車の台数及び災害用給水袋の所有数は 

⑵ 橋梁に添架されている送水管や重要な配水管等の点検は行っているか。 

⑶ 水道施設が被災した場合の支援体制は 

⑷ 下甑の水道施設は山間部にあるが点検管理されているか。 

３ 隈之城高城線の植樹帯の管理と今後の歩道の在り方について 

⑴ 植樹帯の管理はどこが行うか。 

⑵ 歩道が通り難い、枝の伐採等、地元からの要望はないか。 

⑶ 整備後５０年を経過する樹木について、年次的に除去する考えはない

か。 

４ 隈之城川、坪塚自治会内の内水対策について 

⑴ ８月２１日の台風１２号による冠水状況を把握されているか。 

⑵ 令和２年、令和３年の浸水被害以降の対策整備は行っているか。 

⑶ 地区コミュニティ協議会と連携した対策は検討できないか。 

５ 青山保育園の背後にある河川堤防の管理整備について 

⑴ 台風１２号による大雨時の園の現状を把握されているか。 

⑵ 災害が起こり得る時の園との連絡体制はないのか。 

⑶ 河川堤防の整備は検討できないか。 

１０ 井 上 勝 博 １ 川内原発について 

⑴ 六ヶ所再処理工場やＭＯＸ燃料工場の度重なる延期、もんじゅの廃炉、

最終処分場未定という現実を、市としてどう認識しているか。 

⑵ 「一時的保管」と説明されているが、最終処分場が決まらない現状で、

鹿児島県が事実上の最終処分地になる危険性をどう考えるか。 

⑶ 施設の耐震基準が「公共施設レベル クラスＣ」である。南海トラフ

巨大地震など大規模地震に耐えられると考えているのか。 

⑷ 使用済み燃料の処分計画の全体像や施設設計基準を公開させ、住民合

意を前提とすべきではないか。 

２ 「排外主義」について 

・ 本市にも外国籍住民の方々が暮らしている。さらに、中国、韓国とも

友好関係をつくっている。排外主義的な風潮が強まれば、大きな支障と

ならないか。 

３ 学校給食費の無償化について 

⑴ 市は物価高騰分を負担し、実質的に部分的無償化を行っている。この

ことは「給食は教育の一環であり、市が責任を持って支えるべき」とい
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う考え方を市も認めていると認識してよいか。 

⑵ 国は２０２６年度から小学校給食無償化を実施予定であるが、それま

での間、就学援助対象外の一般世帯の負担は続く。市としても国を待た

ず、段階的に第３子以降や小学校低学年を優先するなど市独自の無償化

を行うことはできないか。 

⑶ 全国では７２２自治体が何らかの形で無償化を実施している。本市が

「財源がない」とするのは優先順位の問題ではないか。不要不急事業の

見直しや基金の活用などで財源を確保し、就学援助対象外の一般世帯へ

の段階的無償化を実現する考えはないか。 

４ 市役所窓口の勤務について 

⑴ 市は、職員の勤務管理を適正に行い、法定労働時間を遵守する責任が

あると考えるが、現状の市役所窓口勤務について、この責任に照らした

見解を伺う。 

⑵ 先行自治体の事例を踏まえ、住民サービスを維持しつつ、開庁１５分

後から閉庁１５分前までの受付運用などで法定労働時間を遵守する勤務

体制への改めは可能であると考えるが、市の見解を伺う。 

５ 訪問介護事業所への市独自の支援について 

⑴ 国の動向を注視するだけでなく、本市として訪問介護事業所が経営を

継続できるような家賃補助、人件費補助、事務負担軽減などの市独自の

経営支援策を検討・実施する考えはあるか、市の見解を伺う。 

⑵ 国に対して、昨年の介護報酬切下げの見直しや抜本的支援策の実施を

求めるよう、市として要望する考えはあるか、市の見解を伺う。 

１１ 犬 井 美 香 １ 親子が「笑顔」になれる場所について 

⑴ 「薩摩川内スマイルアクション５０」の副題にある、「笑顔」あふれる

「集いと循環」のまちづくりの具体的なイメージは 

⑵ 当初予算には「スマイル（笑顔）」がキーワードとなる事業も散見され

るが、市長の考える親子の「スマイル（笑顔）」とは 

⑶ 主に就学前の乳幼児の子どもたちの笑顔を育むため、中央公民館キッ

ズスペース整備事業が新規事業として挙げられていたが、その進捗は 

⑷ 市長の考える親子が「笑顔」になれる場所とは 

⑸ 令和７年度中に検討するとされている少子化対策・子ども子育て支援

に関わる組織機構再編に併せた子育て支援総合拠点施設建設、または現

在の公共施設の大規模改修などの考えはないか。 

２ 「休日における部活動の地域展開」について 

⑴ 令和７年度の運動・文化部を合わせた部活動の加入率を男女別に示せ。 

⑵ 本市にある地域クラブに加入している生徒の現状は 

⑶ 「休日における部活動の地域展開事業」のモデル自治体として令和３

年度から取り組んできた本市の現状と課題は 

⑷ 「休日における部活動の地域展開」についての生徒、保護者へのアン

ケート調査結果は 

⑸ 議案第９８号にある「薩摩川内市部活動地域展開方針等審議会」とは 

⑹ 国は、令和１３年度までに休日については全部活動の地域展開実現、

平日についても地域の実情に応じた取組の推進を示しているが、本市の

方向性は 

１２ 山 元 勉 １ メタバースを取り入れたまちづくりの推進について 

⑴ 本市のスマートデジタル計画について、その概要と主なポイントを伺



- 3 - 

う。 

⑵ 計画に登載した事業の進捗状況や現状は、誰がどのように把握されて

いるか伺う。 

⑶ 県内では行政や民間主導でメタバースを導入されている事例があるが、

本市での取組事例はあるか伺う。 

⑷ 多くの可能性を秘め、多彩な事業と関連付けることができるメタバー

スについて、今年度に市スマートデジタル計画に登載し、来年度、実施

に向けた構想を検討することができないか伺う。 

２ 農林漁業の現状とこれからについて 

⑴ 農業について 

ア 農業機械は大型化が進んでいるが、農地は機械の大型化に対応でき

ていない。再度、構造改善を検討し、実施すべきと考えるが市の見解

は 

イ 陸稲について、取組状況と今後の可能性について伺う。 

⑵ 林業について 

・ 人里まで下りてくる有害鳥獣対策で、伐採後の山に餌となる実がなる

植林などを推進し、実施された場合は補助金交付ができないか伺う。 

⑶ 漁業について 

ア 川内・甑近海で漁獲される魚介類を広く市内外に周知するための地産

地消や魚食普及活動の現状を伺う。 

イ 漁業従事者の確保の現状と支援するための補助金の交付実績を伺う。 

 


